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１．研究計画の概要 
(1)本研究は、定常核融合炉を将来のエネルギ

ー源として成立させるため、プラズマコア内

で燃料トリチウムを消費しつつ同量以上のト

リチウムをブランケットで製造回収するとと

もに、トリチウム漏洩を規則に定められた量

以下に抑制し、核融合炉安全性と経済性を両

立させたトリチウム増殖ブランケットトリチ

ウム回収システム構築のため組織された。	 

(2)固体や液体トリチウム増殖材の Li2TiO3、

Li4SiO4、Li、Li17Pb83、Flibe等の熱物性、機械
物性等過去のデータはあるものの、増殖材料

中の生成トリチウム放出挙動の統合的説明は

不十分であり、トリチウム増殖が経済的に成

立する見通しは未だ得られていない。それ故、

上記材料を使った先進ブランケットからのト

リチウム製造回収システムの合理的かつ経済

性構築に集約し研究を実行する。	 

(3)上記目的達成のため、原子力と核融合分野
の化学、熱、物理、プロセス工学分野で研究
実績がある九大、原子力研究開発機構、核融
合科学研究所の研究者が集い、先進ブランケ
ット設計に必要なトリチウム移動現象の解明
およびそのためのデータ取得、先進トリチウ
ム回収装置のための要素研究、熱交換器性能
向上のための実験的研究をおこなう。	 
２．研究の進捗状況 
(1)中性子照射下の上記各種酸化物ブランケ
ット材や液体金属ブランケット材のトリチウ
ム輸送データーベースを求め、成果を論文に
報告した。特に Li2TiO3は日本の水冷却ブラン
ケット第一候補材であり、トリチウム拡散、
反応、交換等のプロセスを含めた解析に成功
した。液体 Li でも Y板による核融合炉設計目

標の 1ppm 以下回収を成功させた。Li17Pb83や
Flibeでも H2, D2の吸収、拡散速度と同位体効
果を求め、T2 回収評価に成功した。マクロ的
視野からの研究では、ブランケット流動可視
化装置でミクロとマクロ移動を解明した。	 
(2)新規電気化学的回収方法を使ったトリチ
ウム回収実証をおこない、高濃度トリチウム
回収に成功した。安全面でも F82H フェライ
ト管や Pd-Ag管等、核融合炉で実際用いられ
る壁材料のトリチウム透過を研究し、核融合
関連国際学会で多数発表し、論文を公表した。 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。	 
（理由）	 
	 固体ブランケット材では、同伴する水蒸気
の回収率への影響、同位体交換反応、トリチ
ウム輸送プロセスの定量的解明と合理的トリ
チウム回収システム構築の当初研究計画を達
成した。現在は、透過まで含めた総合システ
ムからの移行過程解明に進んでいる。特に核
融合中性子源施設で DT 反応から発生する中
性子を使ったトリチウム製造と回収に成功し、
製造から回収までの一連のプロセス実証に最
近成功した。液体ブランケットでは、Li や
Li17Pb83 増殖材等のトリチウム回収と挙動把
握に成功するとともに、同位体効果を最初に
解明し、トリチウム適用可能性を明らかにし
た。一連の成果を欧文学術誌に発表した。	 
４．今後の研究の推進方策	 
	 特定領域研究に残された今後２年間は、よ
り現実的かつ経済性を満足する He 冷却材か
らの熱とトリチウム同時回収法およびトリチ
ウムを配管外へ漏洩させないシステム構築に
ついて研究し、現実的ブランケットシステム
構築を成し遂げたいと考えている。	 
５．代表的な研究成果（研究代表者、研究分
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